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VirusBarrier X5  とは  

VirusBarrier X5  は、Macintosh コンピュータ用のシンプルかつ高速で、手間いらず

なアンチウイルス セキュリティ ソリューションです。このソフトウェアは、CD-

ROM、DVD、または他のリムーバブルメディアを通じて、またインターネットや

その他のネットワークからのダウンロードなど、ウイルスに感染したファイルや

アプリケーションから入ってくるすべての種類のウイルスやマルウェア（悪意の

こもったソフト）を徹底的に排除します。 

 

VirusBarrier X5 は、お使いのコンピュータで読み書きしたすべてのファイルを常に

チェックし、アプリケーションや他のファイルにウイルスの活動を示す疑わしい

兆候がないかどうかを監視して、Mac をウイルスから守ります。VirusBarrier X5 を

インストールすることで、コンピュータがどのようなウイルスからも守られてい

るという安心感を得ることができます。 

 

VirusBarrier X5 は、バックグラウンドで動作し、ウイルスを検索しながらコンピュ

ータの活動をすべてチェックするソフトウェアです。それは、既知の Macintosh ウ

イルス独自のシグネチャをすべて識別し、新種のウイルスが発見された場合は、

Intego 社のウイルスモニタリングセンターが最新のウイルス定義ファイルを用意し

ます。ユーザは、NetUpdate 機能を使ってそのファイルをダウンロードできます。 

 

VirusBarrier X5 を購入されたお客様は、インスロール日より 1 年間、ウイルス定義

ファイルのアップデートを無償でご利用いただけます。これ以降は、NetUpdate を

通じて新たに Intego 社と契約することで、ウイルス定義ファイルのアップデート

を入手することができます。 

 

VirusBarrier X5 は、特定のコンセプトに基づいて設計されました。第一のコンセプ

トは、アンチウイルスソフトとは、インストールと設定を行った後、ウイルスが
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検出されない限りユーザの手間を取らせてはいけないものであるという考えです。

VirusBarrier X5  の哲学は、次の 3 つの言葉で表すことができます：「シンプル」、「高
速」、「手間いらず」。 

シンプル 

VirusBarrier X5 は、最も簡単にアンチウイルスプログラムを Macintosh で使用でき

ます。インストール後、バッググラウンドで動作し、コンピュータを監視して、

Mac 上のファイルを静かにチェックします。 

高速 

VirusBarrier X5 は、高速かつ効率的に動作します。このソフトウェアによって Mac 

の処理速度が遅くなることはなく、動作中でも通常の作業ができます。

VirusBarrier X5 は、ユーザがファイルを作成したり、開いたり、閉じたりするたび

に、そのファイルをチェックし、ウイルスに感染していないかどうかを確かめま

す。 

手間いらず 

VirusBarrier X5 は、ユーザの手を煩わせません。ユーザが何らかのプログラムをイ

ンストールする度に「疑わしい」活動について 1 つずつ確認メッセージを表示す

ることも、また際限なく「誤認アラーム」を鳴らすこともありません。インスト

ール後、ウイルスを検出して警告が出されない限り、ユーザはこのプログラムの

存在にすら気付かないでしょう。また、新しいソフトウェアをインストールする

際、そのソフトウェアのインストーラやマニュアルにどのような指示があろうと、

VirusBarrier X5 の機能を停止する必要はありません。VirusBarrier X5 がバックグラ

ウンドで絶えず動作し、Mac をウイルスから守ってくれるので何も心配はいりま

せん。 
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VirusBarrier X5 の機能  

ウイルススキャン 

VirusBarrier X5 を実行するには、いくつかの方法があります。リアルタイム・スキ

ャナは、Mac へのウイルスやマルウェアの侵入を常時監視することもできますが、

マニュアルモードや、オンデマンドスキャナを使用し様々なファイル、フォルダ、

ディスク、ボリューム、またネットワークボリューム、さらに Mac に接続した

iPhoneや iPod touchをスキャンする指示を出すこともできます。 

自動修復 

VirusBarrier X5 がリアルタイム・スキャナを実行している場合は、感染したファイ

ルのウイルスを駆除することにより修正することができます。このモードでは、

ユーザが VirusBarrier X5 の存在を忘れても構いません。ウイルスや感染の疑いの

あるファイルが報告されたときに思い出してください。 

隔離領域 

ファイルを自動的に修正したくない場合、VirusBarrier X5 に特別の隔離領域にファ

イルを保存するように指示することができます。ファイルが隔離されている場合は、

開いたり読んだりすることができません。それによって Mac への感染を防ぐこと

ができます。これは、VirusBarrier X5 の修復機能を実行する前にファイルをチェッ

クしたい管理者に役立ちます。 

手動スキャン 

VirusBarrier X5 を使い、ファイル、ディスク、およびボリュームに対して手動スキ

ャンを実行し、ウイルスに感染していないことを確かめることができます。イン

ストール直後に実行して、Mac が安全なことを確認してください。また、

VirusBarrier X5 がフォアグラウンドで実行されている場合は、プログラムのアイコ

ン上、またはオーブ上にドラッグアンドドロップするとファイルを個別にスキャン
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することもできます。最新のウイルス定義アップデートをインストールするたびに、

手動で Mac をスキャンすることをお勧めします。アップデートするたびに、この

スキャンを自動的に実行するオプションがあります。 

 

ターボモード 

ターボモードを使うと、スキャンを短時間で実行できます。初めて VirusBarriew 

X5 で Mac をスキャンしたときに、検査するファイルに関する情報を記録します。

これらのファイルがアップデートされていない限り、VirusBarrier X5 はそれらのフ

ァイルを再スキャンしないため、スキャンははるかに速くなります。 

スキャンログ 

VirusBarrier X5 は、特にウイルスあるいは疑わしいファイルなどのすべての活動に

関するログを完全保存します。このログを使って、感染、修復、または破損した

ファイルやアプリケーションを特定することができます。ログを自動的に書き出

し、ログファイルを移動させて、日付毎に保存することができます。 

アイコン、Dock およびコンテクストメニュー 

VirusBarrier X5 アイコンにドラッグすることにより、ファイルまたはフォルダがス

キャンされてウイルスチェックを行うことができます。さらに、コンテクストメニ

ュー項目を使用すると、Finderから様々な項目を迅速にスキャンできます。 

ウイルス警告 

VirusBarrier X5 では、警告オプションを設定できます。これにより、バックグラウ

ンドでのウイルスチェックでウイルスが検出されたとき、ユーザにその旨を伝える

ことができます。警告を表示することも、警告音を鳴らすことも、または指定のア

ドレスにメールで知らせることもできます。この機能は、VirusBarrier X5 をネット

ワーク上のコンピュータで使用している場合には便利です。コンピュータから離



第 1 章- VirusBarrier X5 について 
 

 

VirusBarrier X5 ユーザガイド                     9ページ 
 

れた場所にいてもネットワーク管理者やコンピュータ所有者にウイルスが発見さ

れたことを警告できます。 

NetUpdate 

VirusBarrier には、Intego 製の NetUpdate プログラムが含まれています。NetUpdate 

を使うと、プログラムアップデートや新しいウイルス定義ファイルの有無を自動

的に確認できます。NetUpdate で確認の頻度を設定すると、毎日または毎週指定し

た曜日の指定した時刻にアップデートの有無が確認されるようになります。また、

VirusBarrier X5に含まれている NetUpdate ウィジェットを使用すれば、現在のアッ

プデート ステータスをいつでも確認できます。 



第 1 章- VirusBarrier X5 について 
 

 

VirusBarrier X5 ユーザガイド                     10ページ 
 

本書の利用について  

本書では、VirusBarrier X5 をインストール、使用、およびアップデートする方法に

つい詳しく説明しています。さらに本書には、ウイルス関連の用語集もあります。 

 

まず、第 2 章を読み、コンピュータウイルスについて理解してください。次に、

第 3 章の「クイックスタート」へ進みます。その後、VirusBarrier X5 の機能の説明

と Mac のスキャン方法（第 4 章と第 5 章）、「設定と環境設定」（第 6 章）をお

読みください。ウイルスについてさらに詳しい情報が必要な方は、第 8 章「用語

集」を参照してください。 
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なぜコンピュータの保護が必要なのか  

Mac には、大切な情報やファイルが含まれています。仕事で使用する情報やファ

イルを失った場合、どれほどの時間とコストがかかるのかはすでにご存知でしょう。

コンピュータを家庭だけで使っている場合でも、失うと困るファイルがあります。

その上、大切なファイルを失ったわけでなくても、ウイルスによってすべてのフ

ァイルが消されてしまうと、システムやソフトウェアをすべて再インストールする

のに膨大な時間がかかる可能性があります。 

 

ウイルスの脅威は現実のものになっています。毎日発見されるウイルスの数は増

加の一途を辿っています。Macintosh が、Windows よりも比較的ウイルスを受けに

くいのは事実です。それでもなお、既存のウイルスや新種のウイルスが Mac に侵

入し、ファイルが壊される危険性があります。 

 

コンピュータウイルスとは  

コンピュータユーザにとって、自分のコンピュータがウイルスに感染しているか

もしれないと言われるほど怖いものはありません。コンピュータユーザなら誰で

も、ウイルスが引き起こす悲惨な話を耳にしたことがあるでしょう。中にはのん

きに構える人もいるかもしれませんが、自分のコンピュータでウイルスが見つか

ったときに無関心でいられる人はいません。 

 

ウイルスの問題は広範囲に渡っており、ファイルを常に交換する人々によって悪

化します。コンピュータウイルスは、インフルエンザウイルスと同じくらい速く

蔓延します。ところで、コンピュータウイルスとは一体何でしょうか。どのよう

に活動するのでしょうか。また、なぜそんなにも危険なのでしょうか。 
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ウイルスという言葉が初めて使われたのは、自己繁殖コンピュータプログラムが

ユーザ環境に出回った 1980 年代初頭です。 

 

ウイルスとは単に、ファイルやアプリケーションに加えられたわずかな実行可能

コードのことです。ウイルスは空気感染するわけではありません。CD-ROM や 

DVD、電子メールでの受信、あるいはインターネットからダウンロードされたファ

イルなど、様々な感染経路が必要になります。体内に進入したウイルスと同様、ウ

イルスは自分のコピーを作ります。その後、新たな宿主に感染し、さらに様々なフ

ァイルやアプリケーションを攻撃します。ウイルスは自身のクローンを作り、新

たな宿主を攻撃したりします。 

 

ウイルスは基本的には小さなコンピュータプログラムであり、小さいほど都合が

よく、ファイルやアプリケーションに容易に侵入して、監視の目から逃れます。

ウイルスの目的は 1 つです：それは、自己繁殖して他のコンピュータに転移する

ことです。ウイルスの中には危害を与えないものや、画面に特定の文字を表示す

るだけのものもありますが、ウイルスの多くはコンピュータやファイルに実害を

もたらします。また、悪意を持たずに作られた有名なウイルスもありますが、ほ

とんどの場合、ファイルの破壊や、他のコンピュータへの繁殖という目的を持っ

て作られています。悪意のあるコンピュータへ個人データを送ったり、あるいは

ユーザのウェブ活動をハイジャックするなど、経済的な損害を引き起こすウイル

スがますます増えつつあります。以前、ウイルスは腹を立てたティーンエイジャ

ーや熟練したハッカーによって作成されていましたが、現在は非常に明瞭な目標

を持った犯罪者によって作成されています。 

 

家庭用コンピュータから会社のネットワークまで、ウイルス対策を行わない限り、

どのようなコンピュータにもウイルスが感染する可能性があります。講じられる
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最善のウイルス対策は、VirusBarrier X5  を使用することですが、それに加えて本

プログラムおよびウイルス定義ファイルを最新の状態に保つことが大切です。 

 

コンピュータウイルスのしくみ  

ほとんどのコンピュータユーザは、「コンピュータウイルス」という言葉を、さ
まざまな種類の「マルウェア（悪意のこもったソフト）」だと捉えています。た

だし、すべてが実際のウイルスであるとは限りません。たとえば、トロイの木馬

とワームの動作方法は異なり、ウイルスのように必ずコピー活動を行うわけでは

ありません。しかし、ほとんどのユーザはそれらをウイルスの 1 つと捉える傾向

にあります。これらのプログラムも悪質で、コンピュータやファイルに深刻な被

害をもたらす可能性はありますが、ウイルスとは機能面で異なります。 

 

厳密に言うと、ウイルスとは小さなコンピュータコード群か、またはターゲット

にしているコンピュータ上で実行するプログラミング命令を指します。したがっ

て、Windows を攻撃することを目的に作成されたウイルスは、Macintosh コンピュ

ータには無害です。ですから、Intel ベースの Macintosh 上で Windows を実行して

いる場合は、そのオペレーティングシステムも別途保護することを考えなければ

なりません。Integoの Dual Protection製品ラインなら、Mac や Windows の両方の

インストールに防護を提供します。 

 

ウイルスは、コンピュータ上で 2 つの活動を行います。まず、プログラムどおり

の破壊活動を行うためにコードを実行しようとします。次に、コードをファイル

やアプリケーション、ディスクまたはネットワーク上のボリュームにウイルス自

らコピーして繁殖しようとします。ここで、架空のウイルスを例に挙げて、
Macintosh での活動を見てみましょう（この例では、わかりやすく説明するために

トロイの木馬の活動を取り上げます）。 
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あなたはインターネットを通じて、友人や仲間からウイルスに感染したプログラ

ムを受け取りました。知らない人から来たメールの添付ファイルは開かないよう

に用心していましたが、このメールは信頼している人から来たため、あなたは添

付ファイルを開いてしまいます。仮に、そのアプリケーションをお互いに送信し

あう人気のある動画カードとしましょう。ファイルをダブルクリックすると、プ

ログラムが実行し始めます。そのプログラムの実行中、ウイルスのコードが実行

され、あなたのシステムに悪質なコードをコピーします。同時に、他のファイル

に自分をコピーして、会社のローカルネットワーク中に広がります。動画が終わ

ると、あなたはプログラムを閉じます。この時点では何も起こりません。しかし、

ウイルスコードは、コンピュータを再起動したときに実行するようにプログラミ

ングされているのです。 

翌朝、あなたが会社に行き、コンピュータの電源を入れると、いつもより起動時

間が長いことに気付きます。また、コンピュータが起動すると、いつもより動作

速度が遅いように感じます。さらに、昼までに終わらせなければならない急ぎの

報告書を開こうとすると、そのファイルがなくなっています。ハードディスクを

調べると、数十、数百ものファイルがなくなっています。昨日コンピュータのバ

ックアップを取り忘れたため、ファイルのコピーはありません。 

一方で、あなたは昨日の動画カードを他の友人に送っていました。しかし、ファ

イルがなくなったことと動画カードが関係しているとは思っていません。数時間

後、友人の 1 人から電話が入ります。その友人も動画カードが原因でコンピュー

タが壊れてしまったのです。 

 

上述のように、事態は非常に深刻です。被害は、自分だけでなく知人にも及びま

す。ウイルスに関する今日の大きな問題の 1 つとして、コンピュータユーザはイ

ンターネットを介して次から次へと他のユーザにファイルを送ることが挙げられ

ます。そのため、コンピュータの感染があっという間に広がってしまいます。

VirusBarrier X5  で自分を保護することで、友人を保護することにもなるのです。 
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ウイルスの種類  

ウイルスの攻撃対象によって、ウイルスを 2 つの種類に分類することができます。

1 つはシステムウイルスと呼ばれ、これらのウイルスはシステムファイルを攻撃し

ます。もう 1 つはファイルウイルスと呼ばれ、アプリケーションやデータファイ

ルに感染します。 

ウイルス 

コンピュータウイルスは、寄生虫のように活動する小さなプログラムです。ホス

トファイルやプログラムに住みつき、ファイルやアプリケーションに自己再生し

て他のコンピュータに繁殖します。元々病気に使われていた言葉をそのままコン

ピュータのウイルスに使っているのは興味深いことです。どちらのウイルスも同

じような働きを持っています。 

 

システムを攻撃するウイルスは、もっとも破壊的です。システムウイルスの被害

を受けると、システムをすべてインストールし直さなければならない場合があり

ます。また、場合によっては、ハードドライブを再フォーマットしたり、バック

アップが感染されていないかどうかをチェックしなければなりません。 

 

ファイルウイルスは、アプリケーションではなくデータファイルに自己繁殖する

点でシステムウイルスと異なります。また、侵入したウイルスは、特定のプログ

ラムを使ってコンピュータを破壊します。これらのウイルスは、しばしば電子メ

ールの添付ファイルに入っており、ファイルを開くとそれらの悪質なコードが実

行されます。 

 

このように、すぐに感染するウイルスもあれば、特定の時間に活動を始めるよう

に設定されているウイルスもあります。中には、単独では他のディスクやボリュ
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ームに繁殖できないものもありますが、システムウイルスはファイルを消失させ

るなど一様に破壊力を持っています。 

トロイの木馬 

「トロイの木馬」という名前は、数百年前、ギリシャ軍とトロイ軍が戦った戦争

中のエピソードに由来します。トロイの木馬は木をくり抜いて作った巨大な木馬

で、ギリシャ軍の撤退と終戦を知らせるためにギリシャ軍からトロイ軍にプレゼ

ントされたものでした。トロイ軍の中には懐疑的な者もいましたが、木馬はトロ

イの要塞の中に運ばれました。その夜、ギリシャ兵士が木馬の中から現われ、ト

ロイの街の門を開き、大勢のギリシャ兵士たちが街の中に突入してきたのです。 

トロイ人は、贈り物を決して開けないように忠告されてなかったのです。私たち

が心配しているトロイの木馬は、悪意のない、特定の動作を実行するためのプロ

グラムのように見えます。しかし、実際は悪質なコードやウイルスが含まれてい

ます。多くの場合、トロイの木馬は他のウイルスよりも高い危険性をはらんでい

ます。1 つの例として、Intego のウイルス モニタリング センタが 2007 年に発見し

た DNSChanger で知られる RSPlug なるトロイの木馬があります。ビデオコーデッ

ク（ウェブサイトでビデオを見るために必要なソフトウェア）に偽装されたこの

マルウェアは、Mac の DNS サーバを変更し、そのウェブトラフィックをハイジャ

ックします。 

ワーム 

ワームは、コンピュータのウイルスプログラムの中でもっとも古いものの 1 つで

す。また、ファイルやアプリケーションに入り込まずに繁殖するため、見つける

のが非常に困難です。それらはネットワークに広がり、新しい宿主を見つけると

悪質なアクションを実行します。 
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マクロウイルス 

多くのプログラムには、マクロコマンドを作成する機能が搭載されています。そ

れらの単純なプログラムでは、アプリケーションやヘルパープログラムの内部機

能を使って、よく使われるコマンドシーケンスを「記録」および「再生」します。

また、メニューコマンドとプログラミング言語の両方を備えた、もっと強力なマ

クロ言語が含まれているアプリケーションもあります。Office 2008 以前のバージ

ョンである Microsoft Word や Excel などのプログラムは、Basic プログラミング言語

に似た、Visual Basic のマクロ機能を基礎としています。数千のマクロウイルスが

発見され、マイクロソフトの Word と Excel に最も影響を与えました。 

 

マクロウイルスの真の危険性は、初のクロスプラットフォームウイルスである点に

あります。Windows 用の Microsoft Word を攻撃することができるマクロウイルス

は、Mac の Word にも被害を与えることができます。マクロウイルス作成者が 

Microsoft のプログラムを狙う理由の 1 つは、それらのアプリケーションでは、マ

クロをデータファイルに組み込むことができるためです。かつて、ウイルスはア

プリケーションを通じて入ってくるものでした。ウイルスが活動するにはアプリ

ケーションを実行する必要があり、アプリケーションだけがウイルスを活動させ

ることができたのです。しかし、Microsoft Visual Basic の登場で状況は変わりまし

た。マクロをテンプレートから実行するか、またはマクロをデータファイルに追

加して実行することができるのです。当初、ユーザはこの技術に驚きました。ワ

ープロや計算ソフトのファイルを開く際、「実行」するものは何もないと思った

からです。しかし実際は、これらのファイルには「プログラム」が含まれており、

ユーザが予想もしない動作を行うのです。 

 

マクロ言語にファイルを書き換える能力があれば、マクロウイルスは、同じアプ

リケーションで使用する別のファイルに自己再生できるようになります。つまり、
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他のファイルを開いたり、ファイルを新規作成したり、ファイルを他者に渡した

りするときに、ウイルスが広まってしまうのです。 

 

マクロウイルスは多くのことをすることができます：メニューやコマンドを変更

したり削除するなど、単にプログラムの環境を変更するものもあります。また、

ファイルを破壊または削除したり、特定のアプリケーション機能を隠したりする

ものもあります。その上、それらはクロスプラットフォームウイルスのため、Mac 

上で実行している Windows はもちろんのこと、Mac コンピュータと Windows 搭載

コンピュータの両方に被害をもたらす可能性があります。 

 

マクロ言語は、非常に便利で強力なツールです。マクロがすべてウイルスだとい
うわけではありません。Microsoft Word および Excel には、開こうとしている文書

にマクロが含まれている場合に警告を表示する機能があります。しかし、これに

よってマクロ機能の利便性が損なわれています。問題なのは、マクロが単独のマ

クロファイルではなく、データファイルに格納される点です。ユーザは、簡単に

マクロをやり取りすることができます。また、ファイルにデータのみを使用すれ

ば確実です。残念なことに、このような対策は、マクロに対する過剰な不安をユ

ーザに与え、機能拡張のためにマクロを使用する機会をユーザから奪っています。 

 

VirusBarrier X5 は、既知の Word および Excel マクロウイルスをすべて検出し、新

しいマクロウイルスが発見されるたびにアップデートされます。 

 

ウイルスはどのように流行するのか  

ウイルスは、感染したファイル、CD、DVD、様々なリムーバブルメディア、ある

いはインターネットからダウンロードしたファイルから広がります。また、メー

ルの添付ファイルとして送られることもあります。感染したファイルを開いたり、

読み込んだりしなければウイルスが活動することはありません。また、単にアプ
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リケーションをコピーしただけではウイルスに感染することはありませんが、ア

プリケーションを起動すると感染する可能性があります。VirusBarrier X5  は、ユ

ーザがコンピュータ上のファイルを編集したり、使用したり、開いたりした場合、

そのファイルをスキャンしてコンピュータをウイルスから守ります。ユーザがフ

ァイルに対して何らかの操作を行うとすぐに、そのファイルはスキャンされます。

そして、ウイルスが検出された場合は、VirusBarrier X5 によってウイルスが駆除さ

れるか、ウイルスを駆除できない場合はユーザへの通知が行われます。 

ウイルスからコンピュータを保護するには  

コンピュータウイルスからコンピュータを守る方法はいくつかあります。1 つ目は、

もっとも重要なことですが、VirusBarrier X5 を使って常にコンピュータを監視し、

ウイルスチェックを自動的に行う方法です。VirusBarrier X5 には、Macintosh 用の

最高の保護機能が搭載されており、バックグラウンドで動作して、コンピュータ

の安全を確保します。 

 

VirusBarrier X5 にすべてのウイルスを確実に監視させるには、プログラムを定期的

にアップデートする必要があります。NetUpdate を使うと、プログラムのアップデ

ート作業が簡単になります。少なくとも月に一度はアップデートの有無を確認す

る必要があります; 万一の場合に備えて毎週チェックするほうが安全です。何らか

の主要な新しいウイルスが発見されれば、できるだけ早くウェブサイト 

(www.intego.com) や、Intego の Mac セキュリティ ブログ (http://blog.intego.com) に

情報を公開するようにしています。Intego のウイルス モニタリング センターは年

中無休 24 時間体制で待機しており、新しいウイルスの一次兆候が見つかるとすぐ

に対応しています。 

 

新しいウイルスに感染した疑いがある場合は、第 7 章「テクニカルサポート」を

お読みください。ここには、Intego への連絡先があります。 
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できるだけコンピュータを保護するには、評判の良い発売元が出しているソフト

ウェアを使用することです。違法コピーソフトには、ウイルスが含まれている可

能性があります。また、ソフト自体がトロイの木馬かもしれません。コンピュー

タには、提供元の確かなソフトウェアのみをインストールしてください。 

 

さらに、添付ファイルや、メールまたはインターネットを通じて送られたファイ

ルには用心してください。何気なく開いた贈り物が悲惨な結果をもたらした、記

録に残るもっとも古い例を取り上げました（ギリシャ軍から贈られた木馬をトロ

イ軍が「開いた」とき）。かつては、知らない人から届いた添付ファイルを決し

て開いてはいけないと言われていました。しかし、多くのウイルスは、友人や同

僚から送られた添付ファイルを通じて広まっているのです。VirusBarrier X5 は、ユ

ーザがファイルを開くと、そのファイルをすべてスキャンし、既知のウイルスが

あれば、それをすべて自動的に排除します。コンピュータがネットワークにつな

がっていて、VirusBarrier X5 によって添付ファイル内のウイルスが検出された場合

は、ただちにネットワーク管理者に連絡して、会社のメールサーバから感染した

ファイルを削除してもらってください。 

 

VirusBarrier X5 にはすべてのアンチウイルス保護機能が搭載されていますが、デー

タの保護だけはユーザ自身で行う必要があります。つまり、定期的にファイルの

バックアップを取ってください。重要なファイルのバックアップを毎日取ること

はもちろん、バックアップを複数作っておくことをお勧めします。バックアップ

に使用するメディアは、破損していることがあります。その場合、そのバックア

ップは役に立ちません。弊社製品 Personal Backup X5を別途使用することで、完全

なバックアップソリューションを提供できます。バックアップを自動的に実行し

て、お使いの Mac がウイルスに感染した場合でも安全なコピーを確保できるよう

支援します。 
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以下のような方法を推奨します：2 通りのバックアップを作成するとよいでしょう。

これらのバックアップは保険だと考えてください。これによって、コンピュータ

でウイルスが見つかった場合に、安全なファイルのコピーを確保できるだけでな

く、ハードディスクの故障など、ウイルス以外の問題からもデータを保護できま

す。書き込み可能な CD-ROM、DVD、または外付けのハードディスクなどは比較

的安価なリムーバブルディスクなので、システムやアプリケーションのバックア

ップも取るようにしてください。何らかの理由でコンピュータが故障した場合は、

システムやアプリケーションを再インストールするのに相当の時間がかかります。

Mac 全体のバックアップを取っておけば、復旧作業は数分で終わります。Personal 

Backup X5 は、増分バックアップ、起動可能なシステムバックアップ、および同期

など、すべてのバックアップ機能を提供します。首尾一貫したバックアップ方針

があれば、仮に問題が起こった場合でも、直ぐ元の状態に戻ることができます。 
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ウイルスに感染したと思ったら  

感染の症状 

次のような症状がある場合でも、必ずしもウイルスに感染しているとは限りませ

ん。以下の説明は、あくまでもウイルス攻撃によって生じる可能性がある症状の

例です。 

 

• 予期しないエラーメッセージが表示される 

• Mac が不可解な「クラッシュ」を起こす 

• アプリケーションが不意に終了する 

• システムの動作が非常に遅い 

• 作成していない新しいユーザカウントが発見される 

• 大量のファイルを保存したわけでもないのに、ディスクの空き容量が著しく減少した 

 

Mac に上記のような症状が現れた場合は、ウイルスが原因で問題が起こったのか、

他のソフトウェアに問題があるのかを確認する方法があります。 

 

最初に、NetUpdate を実行し、VirusBarrier X5 のための最新のウイルス定義がある

かどうかをチェックしなければなりません。次に、Mac をスキャンしマルウェアが

ないことを確認します。 

 

これでその問題が解決されない場合は、ディスクが破損している可能性がありま

す。Apple のディスクユーティリティプログラムを実行します。このプログラムは、

コンピュータのハードディスクにある問題を診断し、修復するためのものです。
これは、デフォルトで「アプリケーション」フォルダの「ユーティリティ」フォ

ルダにインストールされています。ディスクユーティリティによって修復不可能

な問題が見つかった場合は、市販のディスクメンテナンスプログラムが必要にな

ります。 
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ディスクユーティリティで問題を解決できない場合は、最近インストールしたソ

フトウェアが原因の可能性もあります。コンピュータで生じるほとんどの問題は、

ソフトウェアの互換性に原因があります。最近ソフトウェアをインストールした

ことがある場合は、そのソフトウェアをアンインストールし、問題が解決するか

どうかを調べてください。 

 

また、コンピュータに接続した外付けドライブや USB ハードウェア、プリンタド

ライバなど、他のハードウェアが原因で問題が生じることもあります。それらの

デバイスやドライバを起動して、問題が生じるかどうかを調べます。 

 

それでも問題が解決されない場合は、Apple のウェブサイト (www.apple.com) のサ

ポートページで、問題の解決方法があるかどうかを確認することができます。 

 

それでも問題が解決されず、ファイルがウイルスに感染している可能性がある場

合は、ファイルのコピーを Intego ウイルス モニタリング センターに送ってくださ

い。詳しくは、第 7 章「テクニカルサポート」を参照してください。 
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基本的な予防策  

お使いの Macintosh には VirusBarrier X5 の監視の目が光っていますが、コンピュー

タ上のファイルを確実に保護するために、次のような基本的な予防策を講じる必

要があります。 

 

• ファイルのバックアップを定期的に取る。例えば、Integoの Personal Backup X5を

使用し、ユーザファイルの自動バックアップを実行し、Mac 全体の起動可能なバ

ックアップを作成する。 

• もっとも重要なファイルについては、複数部のコピーを作成しておく。 

• リムーバブルメディアを他のコンピュータに「一時的に移す」場合や、それらの

メディアを他者に貸す場合は、（可能であれば）メディアのライトプロテクトタ

ブをスライドさせて「ライトプロテクト」にしておく。VirusBarrier X5 を使用して、

あらゆる外部ハードディスク、USB キードライブあるいはファイルを転送するた

めに他者から借りたフラッシュメモリカードをスキャンする。 

• よほどの理由がない限り、VirusBarrier X5 の機能を停止しない。インストールプロ

グラムには他のアプリケーションをすべて閉じるように指示されるものもありま

すが、新しいプログラムをインストールする際に VirusBarrier X5 を無効にする必

要はありません。 

• 海賊版のソフトウェアを使用しない。これは違法というだけでなく、ウイルスが

含まれていることが多くあります。 

• したがって、手を加えられていないことが確実なプログラムのみをインストール

するようにしてください。 

• 必要に応じて NetUpdate を使用し、VirusBarrier X5 の最新版があるかどうかをチェ

ックする。また、定期的にチェックして、常に最新の状態に保つ。 

 

ウイルス対策には VirusBarrier X5 のみを使用してください。他のソフトウェアを併

用すると、互換性の問題が生じる可能性があります。 
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必要なシステム環境  

• Power PC G3 以降 および Intel Mac 

• Mac OS X 10.4 以降、または Mac OS X Server 10.4 以降のバージョン 

 

VirusBarrier X5 のインストール  

VirusBarrier X5 のインストールやシリアライズの情報については、プログラムのコ

ピーに付属している「Intego クイックスタートガイド」を参照してください。

Intego のウェブサイトからダウンロードによって VirusBarrier X5 を購入した場合は、

このマニュアルはソフトウェアと一緒にダウンロードしたディスクイメージにあ

ります。CD または DVD で VirusBarrier X5を購入した場合は、このマニュアルは

ディスク上にあります。 
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VirusBarrier X5  のインタフェース  

VirusBarrier X5  をインストールしてMac を再起動する場合、プログラムを一度起

動しなければなりません。Mac の監視を開始するには、プログラムのシリアル番

号の入力が必要となります。VirusBarrier X5 は、シンプルで手間がかからないよう

に設計されています。何も特別のことをしなくてもコンピュータを完全に守りま

す。 

 

VirusBarrier X5 をインストールしたら、あとは何もしなくてもプログラムが自動的

に実行します。ただし、NetUpdate を設定して、プログラムのアップデートがある

かどうかを自動的に確認することを推奨します。そうしない場合は、最低でも月

に 1 回は自分で確認してください。 

 

VirusBarrier X5 を開いて設定を変更したり、手動スキャンを実行するには、以下の

ようにします： 

 

• アプリケーションフォルダの VirusBarrier X5 アイコンをダブルクリックします。

または、「Intego」メニュー > 「VirusBarrier X5」 > 「VirusBarrier X5 を開く...」を

選択します。 

 

VirusBarrier X5 のアプリケーションには、オーブ、「スキャン」ボタンなど様々な

装置があり、それによって様々な情報を得たり、設定を変更できます。これらの

機能にアクセスするには、インタフェースの小さい矢印のボタンをクリックしま

す。 
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VirusBarrier X5 オーブ（ウィンドウの中心にある大きな緑の領域）は、現在の処
理に関する情報を提供します。オーブ の周りには、ゲージおよびディスプレイな

ど 6 つの「装置」、また オーブ の下には「スキャン」ボタンがあります。 

 
 

VirusBarrier X5 オーブ の下の「スキャン」ボタンは、スキャン、一時停止、中止
など、状況に応じて変化します。デフォルトでは、スキャンボタンになります: そ

れをクリックすると、VirusBarrier X5 はウイルスおよび他のマルウェアをチェック

するために Mac をスキャンします。何か異常が見つかった場合は、警告ウィンド

ウが対処法を求めてきます。「オプション」キーを押すと、「スキャン」ボタン

は「修復」ボタンへ変わります。これによって、VirusBarrier X5 が、ユーザが操作

しなくてもあらゆるウイルスやマルウェアを自動的に修復することになります。
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スキャン中に「Option (Alt)」キーを押すと、ボタン表示は休止します；ボタンを

クリックするとスキャンが休止されます。 

 
 

「スキャン」ボタンの上にある「選択」ボタンでは、ウイルスのスキャンをする
ためにボリューム、フォルダあるいはファイルを選択できます。項目を選択して

スキャンするには、第 4 章の「VirusBarrier X5 で Mac をスキャンして修復する」

の「ファイルを選択して手動スキャンを実行する」を参照してください。Option 

(Alt) キーを押すと、「選択」ボタンは「ブラウズ」になります。これをクリック

すると、Mac をブラウズしファイルまたはフォルダをスキャンします。 

 

「スケジュール」装置は、スキャンのスケジュールがいくつ予約されているかを
表示します。ここをクリックすると、スキャンをを実行する時間をスケジュール

できます。いずれかのスキャンが実行中のときは、予約されたスキャンの合計数

に続いて、現在実行中のスキャン数が括弧内に表示されます。矢印ボタンをクリ

ックすると、スケジュールを設定することができます；スケジュールの設定方法

を学習するには、第 4 章の「VirusBarrier X5 で Mac をスキャンして修復する」の

「ファイルを選択して手動スキャンを実行する」を参照してください。 

 
 

「モード」装置は、VirusBarrier X5 が機能しているモードを表示します。以下が可

能です： 
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• 「インタラクティブ」モード。プログラムは感染したファイルが発見されたとき

の対処方法を求める警告を表示します。 

• 「修復」モード。プログラムは自動的に感染したファイルを修復します。 

• 「隔離」モード。VirusBarrier X5 はその隔離領域に感染したファイルを隔離します。 

 
 

矢印のボタンをクリックすると、モードを変更できます；モードを選択する詳細

については、第 6 章の「VirusBarrier X5 の設定と環境設定」の「スキャナの環境設

定」を参照します。 

 

「マルウェア隔離」装置は、VirusBarrier X5 の隔離領域にあるファイル数を表示し

ます。また、新しいファイルが追加されるとそのゲージが反応します。矢印ボタ

ンをクリックすると、隔離領域に進むことができます；隔離領域の使用方法につ

いては、第 4 章の「VirusBarrier X5 で Mac をスキャンして修復する」の「隔離領

域」セクションを参照します。 

 
3 つの装置によって VirusBarrier X5 の速度がビジュアルに表現されます： 

 

速度モニタは、Mac のプロセッサの処理速度を示します。 
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「ターボモード」装置は、VirusBarrier X5 のターボモードの効率性を示します。

VirusBarrier X5 がファイルをスキャンする場合、スキャンしたファイルを記憶し、

データベースにこれらのファイルを追加します。次回、Mac をスキャンする際、

VirusBarrier X5はすべてのファイルを再スキャンする必要がなく、前回のスキャン

以後に開かれたり、変更されたファイルだけをスキャンします。しかしながら、

VirusBarrier X5 は、新しいウイルス定義をインストールすると、すべてのファイル

が次回のスキャン対象になりますが、ターボモードデータベースを無視します；

これはすべてのファイルが新しいウイルス定義でチェックされることを保証する

ことになります。 

 

「ターボモード」装置は、スキャン中に、ターボモードデータベースにあるファ

イルのパーセントを示します。針が緑の領域にあると、VirusBarrier X5 はターボモ

ードを使って時間を節約しています。赤の領域にあると、VirusBarrier X5 は初めて

ファイルをスキャンしているか、あるいは最後のスキャン以後変更されたファイ

ルをスキャンしています。 

 

「ターボモード」装置の「リセット」ボタンをクリックすると、ターボモードデ

ータベースをリセットすることができます。これによって、次回、手動スキャン

を実行する時に、VirusBarrier X5 は最初から開始することができ、ファイルをすべ

てチェックできます。 
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注意: VirusBarrier X5のターボモードを使用する場合、スキャンの対象になってい

る書き込み可能なすべてのボリュームのルートディレクトリに、.vbt5 という名前

の不可視ファイルが作成されます。 

 

 

「リアルタイム・スキャナ」装置は、前回 Mac を再起動した以後にスキャンされ

たファイル数、および VirusBarrier X5 のリアルタイム・スキャナの活動レベルを

示します。 

 

 
 

別の 2 個のボタンが、ウィンドウの上部と下部に表れます。 

 

右下コーナーの「ログ」ボタンによってのログリストが開かれ、手動スキャンを
実行した日時と、検出された感染ファイルまたは破損ファイルを表示します。 
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「今すぐ確認…」のラベルのついた「NetUpdate」ボタンをクリックすると
「NetUpdate」が起動し、VirusBarrier X5 は 最新版をチェックします。「NetUpdate」

ボタンが、NetUpdate ステータスバーに表示されます；このバーが見えない場合、

「表示」 > 「NetUpdate 状況バーを表示」を選択します。NetUpdate の使い方の詳

細については、Intego 起動マニュアルを参照してください。 
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最初のことは最初に：ハードドライブをウイルスチェックの
ためにスキャン  

VirusBarrier X5 には、ウイルスが現れるたびに、ウイルスから Mac を守る多くの

の機能があります。しかし、何かを実行する前に、Mac のフルスキャンを実行し

て既にあるウイルスを識別して除去しなければなりません。以下にその方法を示

します。 

 

Mac に接続されたハードドライブが１つだけの場合、あるいは Mac に接続された

ドライブをすべてスキャンしたい場合は、スキャンボタンをクリックするだけで

す。 

 

ドライブが複数あり、それらのいくつかをスキャンしたい場合は、以下を行って

ください： 

 

1. 「選択」ボタンをクリックします。 

 
 

2. 「ハードディスク」ボタンをクリックしてください。 
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3. スキャンしたい各ハードドライブをクリックします。 

 

 
4. 「スキャン」ボタンをクリックします。 

 
 

いずれの場合も、VirusBarrier X5 は、最初に Mac のファイルをすべて数えて、次

に、ウイルスがないことを確認するために各ファイルをチェックします。このプ

ロセスでは何十万ものファイルをチェックするため、数分から数時間かかる場合

もあります。VirusBarrier X5 がこのスキャンを実行している最中でも、通常どおり 

Mac を使用できます；しかしながら、この最初のチェックを実行する前に、コン

ピュータ を他の目的に積極的に使用しないでください。またコンピュータがバッ

テリ電源 ではなく、コンセントの電源で稼働していることを確認してください。 

 

VirusBarrier X5 に問題があった場合の対処法の詳細については、第  4 章の

「VirusBarrier X5 で Mac をスキャンして修復する」の「警告」を参照します。 
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ウイルススキャン  

VirusBarrier X5 を実行するには、いくつかの方法があります。リアルタイム・スキ

ャナは、Mac を常時監視して、ユーザがファイルを開いたり保存したりするたび

に、すべてのファイルを自動的にチェックします。また、VirusBarrier X5 オンデマ

ンドスキャナを使用し、Mac 上のファイル、フォルダ、ディスクやボリュームをチェッ

クできます。 

 

リアルタイム・スキャナは、ファイルが作成、コピー、書き込み、あるいは保存

される際に個々のファイルをスキャンして Mac が常時守られていることを確認し

ます。しかし、他のファイルをスキャンしません。このため、VirusBarrier X5 をイ

ンストールした時、またプログラムのウイルス定義ファイルのアップデートした

後は、すべてのファイルのフルスキャンを実行することを推奨します。 

ファイルを選択して手動スキャンを実行する  

インストールした VirusBarrier X5 は、ファイルを監視して、ウイルス感染からファ

イルを保護します。また、VirusBarrier X5 はファイルを開いたり保存したりすると

きチェックします。この VirusBarrier X5 のユニークな機能により、ファイルのス

キャンに必要な時間を短縮できるだけでなく、ユーザの手を煩わせることはまっ

たくありません。 

 

手動スキャンは、いつでも実行できます。インストールが完了した後は、すぐに

手動スキャンを実行して感染したファイルがないことを確認するようにしてくだ

さい。その後に追加した新しいファイルのウイルスチェックは、VirusBarrier X5 が

行います。 
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インストール直後に手動スキャンを実行するように指定しなかった場合、または

好きなときに実行するように指定した場合は、「アプリケーション」フォルダの 

VirusBarrier X5 アイコンをダブルクリックしてプログラムを開きます。個々のファ

イルやフォルダを  Finder や  Dock のプログラムアイコン上に、あるいは 

VirusBarrier X5 をフォアグランドで実行しているときは オーブ にドラッグアンドド

ロップするだけで、手動スキャンするように指定できます。 

 

「選択」ボタンをクリックすると、スキャンする項目の選択肢が 4 つあることが

わかります。 

 
 

「ハードドディスク」ボタンは、Mac に接続されたすべてのハードドライブ、さ

らに iPhone や iPod touch の一覧を表示します。下図の例ではハードディスクが計
3 つ接続されています。スキャンしたい項目をクリックするとハイライトされます。

項目を非選択にするには、再度それをクリックします。「スキャン」をクリック
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するとスキャン操作が始まり、「戻る」をクリックするとスキャン項目選択画面

へ戻ります。 

 
 

「書類」ボタンでは、PDF、Microsoft Word あるいはムービーファイルのように

様々な一般文書ファイルの種類別にスキャンしたい項目を選択することができま

す。以下の中から、スキャンしたい項目をクリックしてください。 

 
 

「アプリケーション」ボタンを押すと、アプリケーションまたはプログラムのよ
うな一般的な実行可能ファイルをスキャンする 3 つのオプションが表示されます。

これらのファイルには、アプリケーションに「便乗した」ウイルス、アプリケー
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ションそのものに見せかけたウイルス、あるいはアプリケーションのすべてのシ

ステムリソースへアクセスすることができるなど、特に潜在的な危険があります。

オプションには、VirusBarrier X5 が発見するすべての実行可能ファイル、アプリケ

ーションフォルダに含まれている実行可能ファイル、あるいは無害に見える実行

可能スクリプト（Perl と Python のような言語で書かれた一般的なプログラム）の

スキャンがあります。 

 
 

最後に、「参照」ボタンでは、場所またはファイルの種類にかかわらず、様々な
ファイルグループまたはスキャンしたいフォルダを選択することができます。こ

のボタンをクリックすると、Finder 風のビューでアイコンとして Mac 上にファイルが表

示されます。 
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「Finder」のように、ウィンドウの左上コーナーの「表示」ボタンをクリックする

ことにより、ファイルを単純一覧として、あるいはファイルブラウザで表示でき

ます。さらに、ビューメニューの下の希望の項目を選択したり（「アイコン」、

「リスト」あるいは「カラム」）、あるいは適正なキーボード ショートカットを

押すことにより（アイコンは Control-Command-1、リスト表示は Control-Command-

2、カラムブラウザビューは Control-Command-3）、表示を変更することができま

す。 

 
 

リスト表示されたフォルダの左側にある三角ボタンをクリックすると、そのフォ

ルダ内にあるファイルなどを見ることができます。 
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アイコンおよびリスト表示の両方に、「表示」 > 「並び順序」で項目表示の順序

を変更させるオプションがあります: 希望の順序を選択するか、または適正なキー

ボード ショートカットを押します（「名前」は Control-Option-Command-1、「更

新日」は Control-Option-Command-2、「種類」は Control-Option-Command-3）。 

 
 

リスト表示では、カラムのヘッダーをクリックすることにより、表示順序を変更

しカラムの基準で並べ替えることができます。ここでは、昇順で更新日を並べて

います。降順でカラムを並べ替えるには、再度カラムのヘッダーをクリックしま

す。 

 
 

どのように選択してファイルを表示したかには関係なく、一旦表示させると複数の

項目を選択することができます。それには、コマンドキーを押したまま、各項目

を順番にクリックします。選択を終了したら、スキャンをクリックすると処理が

開始されます。 
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個々のボリューム、ファイル、またはフォルダをプログラムアイコン上にドラッ

グアンドドロップしても（プログラムをバックグランドで実行している場合）、

またはオーブにドラッグアンドドロップしても（VirusBarrier X5 をフォアグランド

で実行している場合）、それらの項目をスキャンできます。 

 

「環境設定」で「スキャンを開始する前にファイル数を数える」を選択している

場合は、VirusBarrier X5 はこれからスキャンを行うファイルの数を計算し、スキャ

ン済みのファイル数とそのパーセンテージが表示されます。さらに、オーブのふ

ちは視覚的に変化し、スキャンの終了まであとどれくらいかがわかります。 

 

 
 

VirusBarrier X5 は、圧縮したアーカイブに含まれているファイルをスキャンするこ

とができます。アーカイブのスキャン中、オーブの表示が変わりアーカイブの操

作が行なわれていることがわかります。アーカイブが非常に大きく、安全である

と確信した場合には、そのアーカイブのスキャンをスキップする選択もできます。 
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オーブ上にアーカイブが表示されている状態で option キーを押すと、「スキッ

プ」ボタンが「表示」ボタンに変化します。「表示」ボタンをクリックすれば、

アーカイブがどの場所にあるのかを確認できます。 

iPhone や iPod touch をスキャンする場合は、セキュリティを検証するため、

VirusBarrier X5によってユーザの起動ディスク上にそのデバイスに入っているファ

イルがすべてコピーされます。マルウェアやウイルス感染したファイルが見つか

った場合は、警告が表示され、該当するファイルを修復するか削除するかが選択

できます。 

 

「中止」ボタンをクリックすると、いつでもスキャンを中止することができます。

スキャンを一時停止する場合は、キーボードの「オプション」キーを押したまま

にします。「中止」ボタンが「一時停止」に変わります。このボタンをクリック

すると、スキャンが一時停止します。 

 

 
スキャンを再開するには、このボタンをクリックします。このとき、このボタン

は「再開」ボタンになっています。 
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ドラッグアンドドロップ操作でスキャンを実行する  

ボリューム、フォルダ、またファイルをオーブ上にドラッグしてスキャンすること

ができます。オーブに項目をドラッグする場合、ドラッグするファイルにアクセス

する適正なアクセス権がなければ、管理者のパスワードを入力しなければならな

い場合があります。 

 
 

また、ボリューム、フォルダ、またはファイルを Finder の VirusBarrier X5 プログ

ラムアイコン上にドラッグしても同じ操作を行うことができます。 

 
VirusBarrier X5 の Dock アイコン上に項目をドラッグアンドドロップしてスキャン

することもできます。 
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スキャンするためドラッグした項目を放すと、他の手動スキャンの場合と同様 

VirusBarrier X5 のスキャン操作が始まります。 

スキャンをスケジュールする  

VirusBarrier X5 はあらかじめ指定した時間に自動的に実行するように設定すること

もできます。スケジュールパネルにある矢印をクリックして「スケジュールとイ

ベントの環境設定」を開きます。 

 
 

このウインドウの上部にある設定により、6 章の「VirusBarrier X5 の設定と環境設

定」で説明するいくつかの機能をコントロールします。以降では、ウインドウの

下部にあるスケジュール領域を概観します。 

 
 

スケジューリングをオンにするには、「スケジュール」チェックボックスをクリッ

クします。その横にあるポップアップメニューで、VirusBarrier X5 が指定の時刻に

ファイルのスキャンのみを実行するか、感染したファイルが見つかった場合に修復も

行うかを選択できます。 
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これらの設定の下にスケジュールセレクタがあり、どのフォルダを、いつ検査す

るかを指定できます。最初のポップアップメニューには、ホームフォルダと「書

類」フォルダを含み、スキャンが必要と思われるフォルダがリスト表示されます。

デフォルトの選択である「コンピュータ」では、VirusBarrier X5 はお使いの Mac 

の全ユーザの全フォルダをスキャンします。 

 

2 番目のポップアップメニューでは、操作を毎日、あるいは毎週実行するかを選択で

きます。「毎日」を選択すると、時刻を選択できるようになり、「毎週」を選択

すると、曜日を選択できるようになります。 

 
 

例えば、毎晩「書類」フォルダをスキャンし、週一回コンピュータ全体をスキャ

ンするようなマルチパートスケジュールを作成できます。それには、スケジュー

ル項目の右にある「+」ボタンをクリックします。そうすると、別のスケジュール

項目がその下に表示されます。必要に応じてそのスケジュールを変更します。こ

のようにしていくつでもスケジュール項目を追加することができます。そのうち

の 1 つを削除するには、横にある「-」ボタンをクリックします。 

 
 

スケジュール項目の順序は重要ではありません。2 つのスキャンを同じ時刻に実行

するようにスケジュールした場合は、同時に発生します。 
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完了すると、実行待ちのスケジュール項目の数が、VirusBarrier X5 のメインウイン

ドウ上の「スケジュール」パネルに表示されます。実行待ちのスケジュールをす

べてオフにするには、「スケジュールとイベントの環境設定」画面に戻って「ス

ケジュール」ボタンのチェックを外します。 
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 メールの分析  

VirusBarrier X5 には、受信メールと送信メールの両方をスキャンして分析するとい

う便利な機能もあります。感染した添付ファイルを受信した場合は、受信者がま

だ他のメールを読んでいる間にその添付ファイルを検出して識別します。これに

よって、感染したファイルが受信者に対して破壊的な行為を行う前に被害を防止

できます。また、他のコンピュータを感染させないように、送信メッセージも送

信時にスキャンされます。 

 

VirusBarrier X5 には、送信メールと添付ファイルをスキャンして分析する機能もあ

ります。これにより、ウイルスがメールの送信相手に送られるのを防ぐことがで

きます。 

 

VirusBarrier X5 は、Apple の Mail のように、個別のファイルとしてメッセージを

保存するプログラムのメールメッセージしかスキャンできません。ただし、添付

ファイルを開いたり、保存したりする場合は、作成したプログラムの種類に関わ

らず、すべてのファイルをスキャンします。 
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警告  

上で述べたとおり、VirusBarrier X5 では手動スキャンを実行できますが、ほとんど

のユーザはバックグラウンドで動作するようにこのプログラムを設定 して使って

います。感染したファイルが見つかったときに警告を表示するには、いくつかの

方法があります。 

 

スキャンだけを実行し、感染したファイルの自動修復は行わないように 

VirusBarrier X5 を設定してある場合は、感染したファイルが検出されると、警告が

表示されます。 

 
 

VirusBarrier X5 オーブ上でドラッグして項目をスキャンする場合は、異なる警告が

表示されます： 
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「Finder に表示」をクリックすると、ハードディスクにあるファイルの場所が表

示されます。VirusBarrier X5 でファイルの修復を行う場合は、「修復」をクリック

します。「隔離領域」に入れる場合は、「隔離する」をクリックします。（隔離

領域の使い方について詳細は、本章の後半の隔離領域の項を参照してください）。

何も行わない場合は、「無視」をクリックします。ファイルの修復は行われません。 

 

警告：ウイルス警告を無視するのは危険です。特別な理由が
ない限り、「隔離領域に入れる」または「修復」など何らか
の対処をしてください。 

 

 

1 分以内に警告に応答しないと、VirusBarrier X5 はファイルを隔離領域に移動しま

す。後で隔離領域にあるファイルをチェックして処理を決めることができます。

本章の後半の隔離領域の項を参照してください。 

 

警告の設定方法の詳細については、第 6 章「VirusBarrier X5  の設定と環境設定」

を参照してください。  
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信頼する領域  

VirusBarrier X5 は、ファイル、フォルダまたはボリュームを信頼する領域に追加す

るオプションを備えています。VirusBarrier X5 はこの領域に追加するすべてのファ

イルを信頼し、スキャンしません。この領域は、VirusBarrier X5 によってすでにス

キャンされた安全なファイルにのみ使用してください。信頼する領域に配置する

ファイルがウイルスに感染していないことを確実にするため、これらのファイル

はこの領域に追加されるときに自動的にスキャンされます。 

 

信頼する領域に項目を追加するには、VirusBarrier X5 の環境設定を開いて、「スキ

ャナ」アイコンをクリックします。信頼する領域のセクションで、VirusBarrier X5 

のリアルタイム・スキャナがチェックしないファイル、フォルダまたはボリュー

ムを規定することができます。ただし、VirusBarrier X5 は、お使いの Mac の手動

スキャンを実行するとき、これらのファイルをチェックします。 

 
 

信頼する領域に項目を追加するには、「+」ボタンをクリックし、項目を参照した

後、「選択」をクリックします。Finder からファイルやフォルダをこのフィール

ドにドラッグすることもできます。フォルダやボリュームを追加すると、選択し

た項目とそれに含まれるサブフォルダにあるすべてのファイルを信頼するように、
VirusBarrier X5 に指示が伝えられます。信頼する領域から項目を削除するには、そ

れを選択して、「-」ボタンをクリックします。 
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コンテクストメニューを使用して項目を信頼する領域に追加することもできます。

詳細は、このマニュアルの次の項を参照してください。 
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隔離領域  

ファイルの自動修復を行わない場合は、特別な隔離領域にファイルを移すことが

できます。隔離されたファイルは、お使いの Mac を感染させないように、開いた

り読み取ったりできなくなります。これは、管理者が VirusBarrier X5 の修復機能

を実行する前にファイルをチェックする場合に便利です。 

 

前述したように、VirusBarrier X5 は、ユーザが 1 分以内に警告に応答しない場合、

ファイルを隔離領域に移します。これらのファイルは後でチェックして、処理を決

めることが可能です。「マルウェア隔離」パネルには隔離領域にあるファイルの

数が表示されます。 

 
 

隔離領域の内容を見るには、このパネル上の矢印をクリックします。一連のボタ

ンと共に、隔離領域にあるファイルが表示され、ファイルに対する処理を決める

ことができます。 

 



第 4章 - VirusBarrier X5 で Mac をスキャン 
 

 

VirusBarrier X5 ユーザガイド                     56ページ 
 

隔離領域にあるファイルをアイコン表示またはリスト表示のいずれで表示するか

を選択することができます。これを変更するには、ウインドウの左上にある表示

ボタンの 1 つをクリックします。 

 

ファイルの処理を決めるには、ファイルを選択し、ウインドウの右下にある 4 つ

のボタンの 1 つをクリックします。 

 
 

以下の処理が可能です： 

 

• ディスクから削除を選択すると、該当ファイルが Mac から削除されます。 

• 安全とみなすを選択すると、ユーザがこのファイルを安全と考えていることが 

VirusBarrier X5 に伝えられます。これは誤判定の場合に使われます。しかし、この

ボタンをクリックする際は十分注意してください。ファイルが安全であることが

確実な場合以外は使用しないでください。そうしないと、お使いの Mac 全体が感

染する危険があります。 

• スキャンを選択すると、VirusBarrier X5 は再度ファイルをスキャンします。隔離領

域に自動的に追加されたファイルがあり、それらが何に感染しているかを知りた

い場合は、これを選択します。 

• 修復を選択すると、VirusBarrier X5 はファイルを修復してウイルスを除去します。 

 

リストモードで隔離領域を表示すると、ファイルが感染しているウイルスの名前

がウイルス列に表示されます。 
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VirusBarrier X5 のコンテクストメニュー  

VirusBarrier X5 では、コンテクストメニューを使用して Mac OS X の Finder から直

接操作することも可能です。 

 

任意の項目（ファイル、フォルダまたはボリューム）を Control キーを押したまま

クリックするか、右クリックすると、次の図に示すコンテクストメニューが開き

ます。Mac OS X 10.5 Leopard では VirusBarrier X5 メニューは「その他」メニュー

の下に表示されますが、Mac OS X 10.4 では直接表示されます。 

 

コンテクストメニューにより以下を実行することができます： 

 

• 選択した項目をスキャン（および修復するように設定されている場合は修復）で

きます。 

• 項目を信頼する領域（データが安全であることが判っているため、スキャンを実

行しなくてもよい場所）に追加することもできます。 
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• 「不審なファイルを Intego に提出」を選択してその項目のコピーを Intego 社に送

信できます。これを行うにはメールの設定が必要です。VirusBarrier X5 のログの環

境設定でそれを行っていない場合は、適切な情報を求めるダイアログが表示され

ます。これは、新しいウイルスまたはまだ認識されていないウイルスに感染して

いる疑いのあるファイルを発見した場合に特に便利です。このオプションを選択

すると、Intego 社のウイルス専門家がそのファイルを調べ、ユーザのシステムを保

護するためのウイルス定義ファイルを作成することができます。 

Intego メニューを使う   

他の Intego プログラム同様に、VirusBarrier X5 をインストールすると、Intego メニ

ューというメニューがメニューバーに追加されます。そのアイコンは、Intego のロ

ゴにあるような小さなタワーです。 

 

 
 

Intego メニューアイコンをクリックするとすべての Intego ソフトウェアを示すメ

ニューが表示されます。 
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Intego メニューから、リアルタイム・スキャナを有効または無効にしたり、あるい

は、VirusBarrier X5 を開くこともできます。 

 

 
 

このメニューの使い方について詳細は、「クイックスタートガイド」を参照して

ください。 
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スキャン結果  

手動スキャンを実行したとき、既知のウイルスに感染したファイルが見つかると、

ユーザに通知されます。感染したファイルが見つかると、VirusBarrier X5 のオーブ

が赤色に変り、スキャン完了時もその状態が維持されます。VirusBarrier X5 が破損

ファイルを見つけると、オーブがオレンジ色に変ります。感染したファイルと破

損したファイルの両方が見つかった場合は、オーブが赤とオレンジに点滅します。

また、VirusBarrier X5 は、「環境設定」で設定されている警告オプションに従って

警告を表示します。警告オプションの詳細については、第 6 章「VirusBarrier X5 

の設定と環境設定」を参照してください。 

 

 
 

VirusBarrier X5 のログをチェックすればスキャンの結果について詳細を知ることが

できます。 
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VirusBarrire X5ログ  

VirusBarrier X5 を最初にインストールした後に実行した操作を調べるには、メイン

ウインドウの右下隅にあるアイコンをクリックしてログウインドウを表示します。 

 

また、ログの環境設定で該当オプションを選択してある場合、VirusBarrier X5 が感

染したファイルを見つけると、自動的にログが表示されます（第  6 章

「VirusBarrier X5 の設定と環境設定」を参照してください）。また Integoメニュー

から「VuirusBarrier X5」を選択し、さらに「ログを開く」と選択してもログウイ

ンドウを開けましす。 

 

ログウインドウは次のように表示されますが、当然、実際のログはもっと色々な

エントリを表示します。 
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ログの内容を表示する方法には 2通りあります。上記の例では、1つのログエント

リにつき 1 行で表示されています。ウインドウ左上の 2 番目のボタンをクリック

すると、関連するログエントリのグループに開閉用の三角形が表示され、ログエ

ントリが階層的に表示できます。 

 

 
 

次のような場合に常にログがとられます： 

• スキャンを開始したとき 

• スキャンを処理の途中でキャンセルしたとき 

• リアルタイムスキャンを開始または停止したとき 

• VirusBarrier X5 がスキャンを終了して結果が得られたとき 

• VirusBarrier X5 がウイルスを見つけたとき 

• VirusBarrier X5 が破損ファイルを見つけたとき 

• VirusBarrier X5 がウイルスを修復したとき 

• ファイルが隔離領域に追加されたとき、または隔離領域から削除されたとき 

• ウイルス定義が更新されたとき 

 

一番左の列にある色の付いたドットによって、各エントリの種類が判別できます。

緑色のドットは、リアルタイムスキャンを開始したりウイルス定義をアップデー

トしたりと言った情報であることを示しています。オレンジ色のドットは、リア

ルタイムスキャンを停止したり、破損したファイルが見つかるなどの警告を表し

ます。赤色のドットは、感染したファイルが見つかるなどの脅威があることを示

しています。問題が見つかった場合は、そのスキャンに対して選択されていたフ

ァイル、フォルダ、またはボリュームの名前が表示されます。特定の種類のエン

トリに絞り込んでログを表示することも可能です。種類を選ぶには、ログウイン

ドウ右側の「＋」ボタンをクリックして表示される 3 つの種類のボタンから、種

類名をクリックして表示／非表示を切り替えます。 
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マルウェアが検出された場合は、以下の 4 つのカテゴリのいずれかとしてログに

記録されます： 

• ウイルス 

• バックドア 

• トロイの木馬 

• エクスプロイト 

 

ログの行が長すぎる場合は、ウインドウに表示しきれない場合があります。その

場合は、ウインドウの右下をドラッグしてウインドウを広げるか、列見出しをク

リックしてからドラッグして表示領域を広げてください。列の内容別に並べ替える

には、見出しを一度クリックします。二度目のクリックで、その列のソート順が昇

順 (1、2、3) および降順 (3、2、1) に切り替わります。 

 

ログエントリの中には、そのエントリを選択してウインドウ上部にあるツールバ

ーの「アクション」ボタンをクリックするか、そのエントリを右クリック

（Control +クリック）して特定の操作を実行できるエントリがあります。コンテ

キストメニューが開き、以下の操作が実行できます： 
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• Finder に表示：選択したファイルを内包するフォルダのウインドウが Finder で開

きます。保存場所を確認し、削除あるいはほかの操作を実行できます。 

• ディスクから削除：このオプションは破損したファイルにのみ選択可能です。選

択すると、ファイルはディスクから削除されます。 

• 不審なファイルを Intego に提出：選択すると Intego に不振なファイルを送付し、

その分析を依頼できます。 

 

ウインドウのツールバーにある検索ボックスにテキストを入力することによって

検索結果にフィルタをかけることもできます。テキストを入力すると、結果が絞

り込まれて入力したテキストを含むログエントリだけが表示されます。 

 

ログエントリを選択して Command + Cを押せば、その内容をコピーできます。必

要に応じてほかのアプリケーションにペーストして利用できます。 

 

ログエントリを選択して Delete キーを押せば、その項目を削除できます。またロ

グのすべてを消去するには、「消去...」ボタンをクリックします。 
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コマンドラインから  VirusBarrier X5 を使う  

VirusBarrier X5 はコマンドラインからファイルとボリュームのスキャンを実行する

こともできます。以下はこのコマンドの使い方の説明です。 

 
/Library/Intego/virusbarrier.bundle/Contents/Resources/virusbarriers 
[-rtcCaz] <pathname_to_scan> [<current_directory_pathname>] 
 
 
次のオプションを使用可能です。 
 
-r:  感染したファイルを修復します。 
-t:  ターボモードを使用します。前回のスキャンから変更されていないファイルのみスキャンします。 
-c:  スキャン前にファイルをカウントします。 
-C:  ファイルをカウントしますが、スキャンはしません。 
-a:  他のボリューム（または /Volumes の他のマウントポイント）にシムリンクされているファイルを含み 
 すべてのファイルをスキャンします 
-z:  圧縮アーカイブ（メールの添付ファイルを含む）をスキャンします 
 
<pathname_to_scan>: これは必須です。相対パスでも絶対パスでもかまいません。 
 
[<current_directory_pathname>]: これはオプションです。最初の引数として相対パスが使用される
場合は、現在の作業ディレクトリです。 
 
 
例： 
  
/Library/Intego/virusbarrier.bundle/Contents/Resources/virusbarriers 
-tacz / 
 
これは、ユーザが読み出し権限を持つすべてのボリュームをスキャンします。開始する前にアーカイブをスキ

ャンし、スキャンするファイルの数をカウントします。前に sudo と authenticate が来るコマンドを実
行すると、すべてのファイルをスキャンできます。 
 
エイリアスを定義してこのコマンドの使用を簡素化することもできます。 
 
bash の場合： 
 
alias vbscan=/Library/Intego/virusbarrier.bundle/Contents/Resources/ 
virusbarriers 
 
tcsh の場合： 
 
alias vbscan /Library/Intego/virusbarrier.bundle/Contents/Resources/ 
virusbarriers 
 
これにより、次の同じコマンドを実行できます。 
 
vbscan -tacz / 
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VirusBarrier X5 の環境設定  

VirusBarrier X5 は、インストールされると、表に出ずバックグラウンドで動作する

設計になっています。スキャン対象ファイル、スキャン方法、結果の表示方法な

どを選択できる数多くのオプションが用意されています。VirusBarrier X5 > 環境設

定... を選択するか、または Command + カンマを押して、環境設定ウインドウでプ

ログラムのオプションを設定できます。 

 

環境設定ウインドウは、一般設定、スキャナ、スケジュールとイベント、ログの 4 

つのパネルに分かれています。 

 

一般環境設定  

 
 

一般設定パネルの一番上の領域はアイコンサイズ、一番下はサウンドをコントロ

ールします。 
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「アイコンのサイズ」スライダによって、アイコン表示する際のアイコンの表示
サイズを選択します（「表示」 > 「アイコン」）。（この設定への変更は、リス

ト表示や列表示で項目を表示するときは影響しません。） 

 

次のオプション「不可視項目を表示する」をオンにすると、Mac OS X が通常は非

表示とするファイルが表示されます。これらは、Mac が正常に機能する上で必要

な、変更してはいけないファイルです。ウイルスやマルウェアは不可視ファイル

を隠すことができるため、それらをスキャンすることは非常に重要です。ただし、

それらをスキャンするために表示する必要はありません。フォルダをスキャンす

るとき、VirusBarrier X5 は、不可視項目を含めてその中の項目をすべてスキャンし

ます。 

 

下は、デフォルト設定の 48 × 48 ピクセルアイコンと不可視ファイルが可視になっ

ていない状態です。 
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こちらは同じフォルダですが、アイコンが大きくなっており、不可視項目が表示

されています。 

 

 
 

隔離領域は、これらの環境設定に関わらず、常に不可視項目を表示します。 

 

サウンドセクションでは、ウイルスが検出または駆除（削除）されたとき、破損

ファイルが見つかったとき、または VirusBarrier X5 が何もウイルスを発見せずス

キャンを終了したときのサウンドをコントロールできます。デフォルトでは、こ

れらは通知内容をサウンドで知らせる設定になっています。ポップアップメニュ

ーをクリックして「VirusBarrier Voice」を選択し直すことでサウンドを聞くことが

できます。また、ポップアップメニューにある他のサウンドを選択して各サウン

ドを変更することもできます。サウンドを完全に切るには、各サウンドの項目の

ポップアップメニューから「なし」を選択します。 
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スキャナの環境設定  

 
 

スキャナの環境設定パネルでは、バックグラウンドスキャン実行時の VirusBarrier 

X5 の動作をコントロールします。リアルタイム・スキャナはあまり表面に出ない

ため、VirusBarrier X5 は、ウイルスが発見された際の通知方法に関していくつかの方

法を提供します。 

 

リアルタイム・スキャナをオンにするには、「リアルタイム・スキャナを有効に

する...」ボタンをクリックします。オフにするには、「リアルタイム・スキャナを

無効にする...」ボタンをクリックします。通常の操作では、リアルタイム・スキャ

ナを無効にする必要はありません。これはお使いの Mac で問題があってトラブル

シューティングする場合に有用です。Intego メニューから「VirusBarrier X5」 > 
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「リアルタイム・スキャナを無効/有効にする」を選択して、リアルタイム・スキ

ャナを無効または有効にすることもできます。 

 

次のコントロールで、ウイルスが検出されたときの VirusBarrier X5 の動作を指示

します。 

 

• 警告を表示する。Mac で作業中にウイルススキャンを実行しているときはこれが

最適です。目の前で監視しているため、警告が現れたときにすぐにわかるからで

す。1 分以内に警告に応答しないと、VirusBarrier X5 は感染したファイルを隔離領

域に移動します。 

• 修復。ウイルスの削除を試みます。 

• 隔離領域に入れる。ファイルを開いたり読み取ったりできないようにします。隔
離領域の使い方について詳細は、第 4 章「VirusBarrier X5 で Mac をスキャンおよ

び修復する」の隔離領域のセクションを参照してください。 

 

さらに、ウイルスが見つかったとき VirusBarrier X5 でメールを送るように選択す

ることもできます。これを設定するには、「電子メールを送信する」チェックボ
ックスをクリックし、その横にある「設定...」ボタンをクリックします。 
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メッセージの送信者および受信者のメールアドレス、ならびに送信メールサーバ

のアドレスは必ず入力しなければなりません。このメールメッセージは、複数の

受信者に送ることができます。複数の受信者のアドレスを入力するには、「+」ボ

タンをクリックします。次の図に示すように、ダミーアドレスが表示されます。

このダミーアドレスを、警告メッセージを送りたい人物のメールアドレスに置き

換えます。受信者を削除するには、「-」ボタンを使用します。 

 

送信メールサーバの他に送信者と受信者のメールアドレスも入力しなければなり

ません。さらに、メールサーバが受け入れるユーザ名とパスワードを入力する必

要があります。メールメッセージは複数の受信者に送信できます。受信者を追加

するには、「+」ボタンをクリックします。受信者を削除するには、「-」ボタン

をクリックします。 

 
 

「メール設定」ダイアログの下半分の領域には、VirusBarrier X5 がメールを送信す

るために必要な詳細オプションがあります。 

 

ドロップダウンメニューには、次の図に示すように、いくつかの種類のメール認

証が表示されます。 
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自分でシステムを管理している場合は、通常のメールプログラムで使用している

のと同じ認証方法、ユーザ名、およびパスワードを指定するようにしてください。

別にシステム管理者がいる場合は、ここで使用するべき設定についてシステム管

理者に問い合わせてください。どの種類の認証を使用してよいか分からない場合

は、「自動」を選択します。 

 

終了すると、「設定をテスト」ボタンをクリックしてメールの動作を確認できま

す。メールサーバが応答するまで数秒待機する必要があります。終了すると、ダ

イアログボックスに結果が表示されます。 

 

次のセクションの「信頼する領域」設定で、ファイル、フォルダ、ボリュームを
信頼する領域に追加してリアルタイムスキャンから除外することができます。

（この機能の使い方について詳細は、第 4 章「VirusBarrier X5 で Mac をスキャン

および修復する」の信頼する領域のセクションを参照してください。） 

 

一番下の「詳細設定」では、5 つの詳細設定を使用することができます。これらの

設定は自動および手動スキャンの両方に影響します。 

 

• スキャンを開始する前にファイル数を数えるオプションを選択すると、
VirusBarrier X5 はスキャンするファイルの数をカウントするため、スキャンに要す

る時間に関するより正確な情報が得られ、手動スキャン中に オーブ にファイルの

数とパーセンテージが表示されます。 

• すべてのユーザのファイルを手動スキャナのスキャン対象にするを選択すると、

VirusBarrier X5 はスキャン開始時にログインしているユーザカウントを越えて、他

のユーザに属するファイルを含み、Mac 上のファイルをスキャンします。このオ

プションを選択すると、すぐに管理者のパスワードの入力を要求されます。その

パスワードを持っていない場合は、チェックボックスがオフの状態に戻ります。こ

のオプションがオフの状態で、VirusBarrier X5 が他のユーザまたはシステムが所有
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するファイルの中から感染したファイルを検出した場合、VirusBarrier X5は警告を

表示し、隔離領域ウインドウには鉛筆に斜線が入った編集不可のアイコンが表示

されます。これはそのファイルに何らかの操作をするには、管理者のユーザ名と

パスワードを入力する必要があることを示しています。 

• Windows のウイルスをスキャンするを選択すると、VirusBarrier X5 は Windows に

影響するウイルスを監視します。これらのファイルは一般には Mac に損傷を与え

ることはできませんが、Windows を使っている友人にそれらを渡す可能性があり、

また、Apple Boot Camp、Vmware Fusion や Parallels Desktop などのプログラムを介

して Apple コンピュータ上で Windows を使っている場合に影響を与える可能性が

あります。 

• 電子メールをスキャンする。VirusBarrier X5 は受信メールと送信メールの両方につ

いて、内容と添付ファイルの両方をスキャンします。 

• iPhone / iPod touchをスキャンを選択すると、スキャンを実行したときに Macに接

続されている iPhone や iPod touch をスキャンします。このオプションをオフにす

ると、VirusBarrier X5でスキャン対象を選択する画面に iPhoneや iPod touchを表示

しなくなります。 

• アーカイブをスキャンする。アーカイブは、通常

は圧縮形式で 1 つ以上のファイルを含むため、簡

単かつ素早く転送できます。このチェックボック

スを選択することによって、VirusBarrier X5 はい

くつかの良く知られている形式のアーカイブの中

を調べ、アーカイブファイル自体だけでなく、含

まれている非圧縮ファイルもスキャンします。デフォルトでは、VirusBarrier X5 は

分かっているタイプのアーカイブをすべてスキャンします。ただし、「ファイル

タイプ...」ボタンをクリックして特定のタイプのアーカイブだけをスキャンするこ

ともできます。環境設定に従ってアーカイブのタイプを選択および選択解除でき

る場合は、ウインドウが表示されます。 
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スケジュールとイベントの環境設定  

スケジュールとイベントの環境設定パネルは、表示、イベントおよびスケジュー

ルの 3 つの領域に分かれています。 

 
 

「表示」領域は、予約したスキャンをタスクマネージャに表示する、というチェ
ックボックスのみです。チェックマークが付いている場合は、Mac がスケジュー

ルされたスキャンを実行するごとに小さいウインドウが現れ、チェックマークを

外すと、ウイルスが見つからない限り、スキャンは通知なしに行われます。 

 

「イベント」領域では、あるイベントが発生したとき、スキャンを自動的に実行、

修復を実行、あるいは何もしないように指示します。 

 

最初の、ボリュームをマウントしたとき：では、ローカル（ハードドライブな
ど）、リモート（ネットワークドライブなど）いずれであっても、新しいストレ

ージドライブに接続するごとに自動的に実行されます。読み出しボリュームは除
外するチェックボックスにチェックマークが付いている場合、VirusBarrier X5 は、
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スキャン中のドライブを変更できる（例えば、ウイルスを含むディスクの修復の

ために）ボリュームに対してのみアクションを実行します。 

 

二番目のイベント、ウイルス定義ファイルをアップデートしたとき：では、
VirusBarrier X5 は NetUpdate が新しいウイルス定義をダウンロードしてインストー

ルした後の動作を指定します。ウイルス定義は定期的にアップデートされ、特に

新しいウイルスが発見されたときはそのウイルスに対して保護を提供します。し

たがって、そのような時は、手動または（このチェックボックスにチェックマー

クを付けることによって）自動で新たにスキャンして新しいウイルスがないかチ

ェックしてください。 

 

スケジュール領域では、VirusBarrier X5 の自動スキャンをいつ実行するかを決めま

す。これらのスケジュールの設定に関する詳細は、第 4 章「VirusBarrier X5 で
Mac をスキャンおよび修復する」の「スキャンをスケジュールする」セクション
を参照してください。 

 



第 6章 - VirusBarrier X5 の設定と環境設定 
 

 

VirusBarrier X5 ユーザガイド                     78ページ 
 

ログの環境設定  

 
 

ログの環境設定パネルは、ログウインドウ自体の動作のコントロール、スキャン

ログの自動書き出しを行うかのコントロールの 2 つの領域から構成されています。 

 

ログウインドウ領域には、ウインドウをスキャン中に開くとスキャン終了後に閉
じるという 2 つのポップアップメニューがあります。どちらのポップアップメニ

ューにも、常にしない、常にする、ウイルスが検出された場合、という 3 つのオ

プションがあります。デフォルトでは、ログウインドウはスキャン中は閉じてい

ますが、例えばスキャンごとに開くように、および VirusBarrier X5 がウイルスを

発見した場合のみ開くように設定することも可能です。 

 

このパネルの「ログの書き出し」領域には次の 3 つのポップアップメニューがあ

ります。 

 

• 自動的に書き出すメニューには、しない、毎日、毎週、毎月という 4 つのオプシ

ョンがあります。 

• ファイル形式メニューには 3 つの形式があります。テキストはスタイルやマーク

アップコードのないログファイルを作成し、HTML は Web ブラウザで簡単に読め
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るスタイルテキストのログを作成し、XML は XML 形式を使用する他のアプリケ

ーションと簡単に統合できる形式のデータファイルを作成します。 

• 「保存先 ...」メニューはデフォルトですべてのログファイルを  /ライブラリ

/Logs/VirusBarrier のフォルダに移します。ただし、「その他...」を選択し、ファイ

ルブラウザで希望のフォルダに移動して「選択」をクリックすることによって、

場所を変更することができます。 

 

環境設定のロックとロック解除  

VirusBarrier X5 ではプログラムの環境設定をロックすることが可能です。ロックす

ることによって、Mac に物理的にアクセスできるユーザでも、その設定を変更で

きなくなります。VirusBarrier X5 の環境設定をロックするには、Command + L を

押すか、「ファイル」 > 「環境設定をロック」を選択します。環境設定のロック

を解除するには、Command + L を押すか、「ファイル」 > 「インタフェースのロ

ック解除」を選択してから、管理者のパスワードを入力してプロセスを完了しま

す。 
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VirusBarrier X5  について  

 
 

お使いの  VirusBarrier X5 に関する情報を得るには、「VirusBarrier X5」  > 

「VirusBarrier X5 について」を選択します。バージョン番号、サポート番号（テク

ニカルサポートを受ける際に必要になる番号）など、VirusBarrier X5  に関する情

報が表示されます。 
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「ヘルプ」メニュー  

VirusBarrier X5 の「ヘルプ」メニューには、VirusBarrier X5 の完全版ユーザズマニ

ュアルを表示するためのメニュー項目があります。テクニカルサポートに問い合

わせる前に、できるだけこのマニュアルで必要な回答を得るようにしてください。 

 

制限付きモードの  VirusBarrier X5  を使用する  

インストールエラーや非互換性に関する問題が発生して VirusBarrier X5 の一部が

一時的に無効になると、VirusBarrier X5 は制限付きモードになります。 

 

VirusBarrier X5 が制限付きモードになると、ファイルの修復やウイルス定義ファイ

ルの自動アップデートが行われなくなります。また、プログラムの機能が制限さ

れた状態でも常にシステムを保護できるようにあらかじめ決められたセット以外

の環境設定は使用できなくなります。 

 

ただし、プログラムは継続的に実行され、ファイルのスキャンも行われます。ま

た、オーブには、制限付きモードで実行している旨が示されます。 

 

VirusBarrier X5 が制限付きモードになった場合は、お使いの Mac を再起動してみ

てください。それでも問題が解決されない場合は、下記で説明するテクニカルサ

ポートに連絡してください。 
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テクニカルサポート  

VirusBarrier X5 のユーザ登録を済ませると、テクニカルサポートを受けられるよう

になります。メールに正確なビルド番号を含めることを忘れないでください。ビ

ルド番号は、「VirusBarrier X5 について」パネルの VirusBarrier X5 アイコンのすぐ

上にあるバージョン番号をクリックすると表示されます。このパネルを表示する

には、VirusBarrier X5 を開き、「VirusBarrier X5」メニューの「VirusBarrier X5 に

ついて」を選択します。 

 

お問い合わせ先 

 インターネット: http://www.act2.com/support/ 

 電話 : 050-3385-8521 

  (休日・祭日を除く月～金、10:00-12:00,13:00-16:00) 

 FAX : 03-5352-7880 

 電子メール  : support@act2.co.jp ( アクト・ツー )  

   : supportjp@intego.com ( intego ) 

 

ホームページ 

 アクト・ツー : http://www.act2.com 

 intego  : http://www.intego.com/jp/ 
 

Integoウイルスモニタリングセンターにファイルを送る場合は、該当ファイルをア

ーカイブ化して、sample@virusbarrier.com 宛にメールに添付して送付ください。 

 

別の方法として、まず Finder でファイルを選択し、Control キーを押したままそれ

らのファイルをクリックして Finder のコンテクストメニューを表示します。「そ

の他」を選択し、表示されるサブメニューから「VirusBarrier X5 」、次に「不審な
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ファイルを Intego に提出」と選択します。そうすると、メールプログラムを開か

なくても、選択したファイルを Intego 社に送信することができます。 
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用語集  

アーカイブ 複数のファイルが含まれるファイル。通常、ディスク容量を節約する

ために圧縮されています。 

ウイルス 自己再生して増殖するコンピュータプログラム、またはわずかなコン

ピュータコード。ほとんどのウイルスは悪質で、ファイルに入り込ん

で感染します。また、ウイルスは寄生先のファイルを利用し、ユーザ

がそのファイルを開いたり、実行したりしたときに繁殖します。 

アンチ 

ウイルス 

スキャンの実行やウイルスの駆除、感染したファイルの修復を行っ

て、ウイルスからコンピュータを保護するためのプログラム。アンチ

ウイルスでは、ファイルやアプリケーションの特定の場所で、ウイル

スの特性を構成する小さなコード群を探します。 

コード コンピュータプログラムはコード、つまりプログラミング言語で書か

れています。ウイルスもコンピュータプログラムで、やはりコードで

書かれています。 

感染 「ファイルが感染した」とは、ウイルスがファイルに自己繁殖したこ

とを意味します。それはワープロファイルに繁殖するマクロの場合

も、またアプリケーションに繁殖する他の種類のコードの場合もあり

ます。 

デマ 

ウイルス 

嘘のウイルス警告。現在、数多くのデマウイルスがメールで広まって

います。このようなデマメールは、メールを読んだだけでウイルスに

感染するという情報を流しています。 
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トロイ 

の木馬 

トロイの木馬（略してトロイ）は、実際には悪質なコードを隠してい

るプログラムです。これは、繁殖しないため本質的にウイルスではあ

りません。しかし、トロイの木馬を実行したときに、他のファイルに

自己再生するウイルスコードが含まれている可能性があります。「ト

ロイの木馬」という名前は、ギリシャ軍からトロイ軍にプレゼントさ

れた、中が空洞の巨大な木馬に由来します。この木馬はトロイ軍の要

塞に持ち込まれました。しかし、その夜、ギリシャ兵士が木馬の中か

ら現われ、トロイの街の門を開き、大勢のギリシャ兵士たちが街の中

に突入してきたのです。 

パーティ 

ション 

ボリューム、ハードディスクの論理部分。ハードディスクには、各パ

ーティションがそれぞれ小さなハードドライブのように働く、数多く

のパーティションを作ることができます。オペレーティングシステム

は、パーティションを個別のボリュームとみなします。 

変種 特定のウイルスが変形したものを指します。この用語は、医学で生物

ウイルスに用いられるように、コンピュータウイルスに対しても使わ

れます。また、突然変異して、新しい変種が作られることもあります。 

ブート コンピュータを起動することです。ブートという言葉はブートストラ

ップに由来し、独力でやり遂げるという意味があります。 

ボリューム 本質的にハードドライブ、またはその他のリムーバブルメディアユニ

ット。ハードディスク全体、ハードディスク上のパーティション、ネ

ットワーク上のリモートコンピュータ、またはフロッピーディスクを

指します。ボリュームの特徴は、ボリューム上に格納されているファ

イルの場所を表すディレクトリファイルが含まれている点です。 
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マクロ 特定のアプリケーションのマクロ言語が持つ組み込み機能を使用す

る、ショートプログラム。マクロ機能は数多くのアプリケーション

に搭載されており、頻繁に使う機能をより簡単に実行するために設

計されています。残念なことに、マクロもシステムを破壊する可能

性があります。ユーザ環境には数多くのマクロウイルスが存在し、

Microsoft Word や Excel で動作します。 

マクロ 

ウイルス 

アプリケーションに組み込まれているマクロ言語を利用するウイル

ス。現在、Macintosh ユーザにとって、マクロウイルスはもっとも危険

なウイルスです。特に、マクロウイルスは Macintosh コンピュータか

ら Windows コンピュータに移行できるため、Microsoft Word や Excel 

を使用しているユーザには脅威です。 

マクロ 

コマンド 

マクロで使用可能な小さなプログラミングコマンド。マクロコマン

ドでは、アプリケーション特有のマクロ言語を使用します。 

リムーバブル
メディア 

ドライブに挿入して使用する、CD-ROM や DVD などのデータ保存メ

ディア。 

ワーム 自己再生を繰り返して、ネットワーク上で広がるプログラム。ワー

ムは悪質な活動を実行する能力があるため、ウイルスの一種として

みなされがちですが、動作方法は異なります。ワームは、自己再生

するための寄生先のファイルを必要としません。 

 

 


